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まえがき 

 

深刻な少子化の進展に伴い、子育て問題に対する国民の関心も高まっている。子育て世帯

に対する社会的支援も着実に強まる方向に進んでいる。ところが、子育て世帯のディストレ

ス（苦悩）は昔に比べて、むしろ増大している傾向にある。本報告書はそこで、独自のアン

ケート調査の結果に基づき、日本の子育て世帯が直面する様々なディストレスの現状を明ら

かにする。とくに、子育て世帯が直面する所得や余暇時間の減少によるディストレス、母親

の就業継続を巡るディストレス、子育てのディストレスについて、その現状と課題を示し、

子育て世帯への支援策を考えることとしている。 

なお、この報告書は、JILPT のプロジェクト研究「企業の雇用システム・人事戦略と雇用

ルールの整備等を通じた雇用の質の向上、ディーセント・ワークの実現についての調査研究」

のサブテーマ「女性の活躍促進に関する調査研究」の一環として実施された「子育て中の女

性の就業に関する調査研究」の 2016（平成 28）年度成果の一つとして取りまとめられたも

のである。本報告書のベースとなる各年のアンケート調査の結果速報は、JILPT 調査シリー

ズ No.95（2012 年）、No.109（2013 年）、No.115（2014 年）、No.145（2015 年）、No.159(2016

年)として公表されている。本報告書と併せてご活用いただければ幸いである。 
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